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ある企業は，期首の時点で10 ドルの現金と 40 ドルの非現金資産を保有している。
負債はない。当期間中にその資産の個別物価水準は25% 上昇し，それに対して一般
物価水準は10% 上昇した。この期中に取引は発生せず，またその資産は非償却資産
である。それゆえ，期末において企業は現金10 ドルと 50 ドルの価値ある資産を有
している。つまり，各自ドルによる財務的総資本は60 ドルである。その期首資本






























































































































的なものであるという， FASB W財務会計概念ステイトメント』第 2号「会
計情報の質的特徴」の立場の論理的基準を提供しているのである。
ソロモンズにあっては，会計はモデルと実質の関係として位置づけられる。
134 経営と経済
すなわち， I表示上の誠実性」の概念は，使用した測定値が，選択された属
性を可能なかぎり誠実に表示すべきであるというものである。属性の選択は
目的適合性に依存し，それらを保証するものは信頼のおける測定のみである
という。認識を会計測定のー側面とみなし，この会計測定が利益の測定に帰
着するとし，測定の論理をもって，アメリカ会計制度が直面する歴史的原価
会計の限界の打破と現在原価会計の優位性を合理づける論理を提供している
ところに，本書の学説としての役割があるとみられるのである。
